
はじめに
　人口減少社会の到来に加え世帯構造や社会環境の変化などにより、都市部では高齢者の孤食

や貧困状態にある子供への食事提供といった「食」に関する課題が昨今取りざたされています

が、地域における「食でつながる人々の環」はまだまだ様々な場面で見受けられ、住民同士で食事

をとるコミュニケーションや豊かな食事体験などの供食は、新たなコミュニティーや交流の機

会を生み出しています。

　以前、縁もゆかりもない愛南町に単身で移住し、地域おこし協力隊として町の特産品開発に一

から取り組んできた方とお話しする機会がありました。彼女は、自身が試作した料理をイベント

などで提供する度に、地元の人をはじめ様々な方から、「この前食べた料理、おいしかったよ」、

「今度はいつ食べられるの」などと声をかけられたそうで、「作るのは大変だけどね。」などと言い

ながらも、楽しそうな表情を見せてくれました。「食」を通して地域に溶け込むことができたお一

人なのでしょうね。

　もちろん、私自身も食べることが好きです。それは、私のふるさとである愛南町が海の幸、山の

幸共に豊かなこと、そして、地元の行事で食べた様々な郷土料理も楽しい思い出のひとつとして

私の中に残っているからだと思います。

また、近年のEコマースの普及やSNSによる情報発信などにより、「食」は地域内における

“人とのつながり”のみならず、地域外の“人とのつながり”を生み出す有効なツールとして広く

活用され始めました。

　例えばオンラインショップやふるさと納税などでは離れた地域の農水産品や加工品を手に入

れることができ、また、今まで知らなかった地域の食の魅力を知ることでそれを目的に旅行先を

決めるきっかけとなる、このような流れは県外や海外からの交流人口や関係人口を創出して地

域の活気や賑わいを取り戻すことにもつながります。

　今号は、「食でつながる人とまち ～地域の特産品を生かした賑わいづくり～」をテーマに、

「食」にこだわった地域づくりの取り組みについて、県内外の様々な事例を紹介します。

　全国各地では、地域の歴史や風習を反映した郷土料理や海山里の豊かな自然がもたらす農林

水産品や加工品などに付加価値を付けてブランド化し、積極的にプロモーションを行うことで

地域の賑わいづくりを図っています。また、過疎に悩む地域で住民が一丸となって新たな特産品

の開発に取り組む例も見られます。ちなみに愛南町では、海に関わる地域資源の価値や魅力を活

用する「海業（うみぎょう）」を切り口に、愛南町の食、文化、おもてなしなどを堪能できるランニ

ングイベント「愛南マラニック」や、愛南町の旬の特産品や観光などを満喫するスタンプラリー

イベント「愛南町盛旬満喫スタンプラリー」など、地域活性化に取り組んでいるところです。

　人口減少が進む中で、食を切り口とした地域経済の活性化がますます進み、“食でつながる

人々の環”が皆さんの地域で広がるきっかけ作りとなれば幸いです。

（アドバイザー　池田 桃子）

■表紙のことば

　今も昔もひとつの皿から食べ物を分け合い、皆

で食べる時間は格別なものです。

　皆さんは、大勢で集まって食べた料理の思い出

は何ですか？

　今号の表紙は、「ハレの日」の食事風景です。

　お祭りなどの「ハレの日」には、地域の人が集ま

り、皆でテーブルを囲みます。テーブルの上には

「鉢盛料理」。愛媛県南予地域で見られる郷土料

理です。愛媛県愛南町では、「盛り込み」とも言い、

「ハレの日」には欠かせない料理です。

　大皿や大鉢には、姿寿司や巻き寿司、海老や貝

類、から揚げや爆弾揚げ(ゆで卵をすり身で包み

揚げたもの)、ケーキや果物などが彩りよく盛られ

ています。

　お酒やジュースも振舞われ、集まった人たちは、

どれから食べようか迷いながら大皿から自分のお

皿に取り分けます。どのテーブルからも楽しそう

な話し声や笑い声が聞こえてきます。

　最近では、なかなか見ることのできない食事風

景ですが、いつまでも残り続けてほしいですね。
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